
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
情報端末 (TE)および無線アクセス端末 (AT)を含むユーザ側システムと、前記情報端末との
間に前記無線アクセス端末を介して無線リンクを確立する無線基地局を含む無線アクセス
ネットワークおよび当該無線アクセスネットワークを広域ネットワークに接続する PDSN（
パケットデータ交換ノード )を含むネットワーク側システムとから構成されネットワーク
において、前記情報端末 (TE)と PDSNとの間に PPPコネクションを確立するための呼確立方
法において、
　情報端末 (TE)から PDSNへ認証要求メッセージを送信する手順と、
　前記認証要求メッセージに対して、前記無線アクセス端末 (AT)が代理で認証応答メッセ
ージを返信する手順とを含むことを特徴とするパケット交換網の呼確立方法。
【請求項２】
前記情報端末 (TE)が PDSNに対して、 IPアドレスの要求メッセージを送信する手順と、
　前記アドレス要求メッセージに前記無線アクセス端末 (AT)が代理で応答し、前記情報端
末 (TE)に対して IPアドレスを割り当てる手順とを含むことを特徴とする請求項１に記載の
パケット交換網の呼確立方法。
【請求項３】
前記 PDSNが無線アクセス端末 (AT)に対して、 CHAPを採用したユーザ認証要求を送信する手
順と、
　前記無線アクセス端末 (AT)が前記ユーザ認証要求に応答して、前記情報端末 (TE)に対し
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て CHAPを採用したユーザ認証要求を送信する手順とを含み、
　前記 PDSNから無線アクセス端末 (AT)へ送信されるユーザ認証要求のパケットフォーマッ
トが、 IDフィールド、 Lengthフィールドおよび Nameフィールドを含まないことを特徴とす
る請求項１または２に記載のパケット交換網の呼確立方法。
【請求項４】
前記情報端末 (TE)が、前記ユーザ認証要求に応答して、 CHAPを採用したユーザ認証応答を
PDSNに対して送信する手順と、
　前記ユーザ認証応答を無線アクセス端末 (AT)が代理で受信する手順と、
　前記無線アクセス端末 (AT)が、前記代理受信したユーザ認証応答をパケット交換データ
網 (PDSN)に対して送信する手順とを含み、
　前記無線アクセス端末 (AT)から PDSNに対して送信されるユーザ認証応答のパケットフォ
ーマットが、 IDフィールド、 Lengthフィールドおよび Value-sizeフィールドを含まないこ
とを特徴とする請求項３に記載のパケット交換網の呼確立方法。
【請求項５】
前記情報端末 (TE)が、前記ユーザ認証要求に応答して、 PAPを採用したユーザ認証応答を P
DSNに対して送信する手順と、
　前記ユーザ認証応答を無線アクセス端末 (AT)が代理で受信する手順と、
　前記無線アクセス端末 (AT)が、前記代理受信したユーザ認証応答を PDSNに対して送信す
る手順とを含み、
　前記無線アクセス端末 (AT)から PDSNに対して送信されるユーザ認証応答のパケットフォ
ーマットが、 IDフィールドおよび Lengthフィールドを含まないことを特徴とする請求項３
に記載のパケット交換網の呼確立方法。
【請求項６】
全アルファベットの各大文字および各小文字、ならびに「０」～「９」の整数の計６２文
字を、６ビットで表記できる６４種類のコードのうちの６２種類と一義的に対応付ける第
１のコード表と、
　所定の英数字および記号を０ｘ００～０ｘ７Ｆ（１６進表記で００～７Ｆ：以下同様）
のアスキーコードと一義的に対応付ける第２のコード表と、
　所定の文字列を０ｘ８０～０ｘＦＦの８ビットコードと一義的に対応付ける第３のコー
ド表と、
　少なくとも一つの特殊文字を、前記６４種類のコードのうちの前記６２種類のコード以
外の２つのコードの一方である第１特殊コードと対応付ける第４のコード表とを予め用意
し、
　送信パケットに登録する識別情報をコード化する際に、
　前記６２文字に属する英数字を、前記第１のコード表に基づいてコード化する手順と、
　前記特殊文字を、前記第４のコード表に基づいてコード化する手順と、
　前記６２文字以外の記号を、前記第２のコード表に基づいてコード化する手順と、
　前記アスキーコードの前に、前記６４種類のコードのうちの前記６２種類のコード以外
の２つのコードの他方である第２特殊コードを付する手順と、
　前記所定の文字列を、前記第３のコード表に基づいてコード化する手順と、
　前記８ビットコードの前に前記第２特殊コードを付する手順とを含むことを特徴とする
請求項１に記載のパケット交換網の呼確立方法。
【請求項７】
前記特殊文字が「 @」および「．」であることを特徴とする請求項６に記載のパケット交
換網の呼確立方法。
【請求項８】
全アルファベットの各大文字および各小文字、ならびに「０」～「９」の整数の計６２文
字を、６ビットで表記できる６４種類のコードのうちの６２種類と一義的に対応付ける第
１のコード表と、
　所定の英数字および記号を０ｘ００～０ｘ７Ｆのアスキーコードと一義的に対応付ける
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第２のコード表と、
　所定の文字列を０ｘ８０～０ｘＦＦの８ビットコードと一義的に対応付ける第３のコー
ド表と、
　少なくとも一つの特殊文字を、前記６４種類のコードのうちの前記６２種類のコード以
外の２つのコードの一方である第１特殊コードと対応付ける第４のコード表とを予め用意
し、
　受信パケットに登録されている識別情報をデコードする際に、
　前記６２種類に属する６ビットコードを、前記第１のコード表に基づいてデコードする
手順と、
　前記第１特殊コードを、前記第４のコード表に基づいてデコードする手順と、
　前記第２特殊コードに続くアスキーコードを、前記第２のコード表に基づいてデコード
する手順と、
　前記第２特殊コードに続く前記８ビットコードを、前記第３のコード表に基づいてデコ
ードする手順とを含むことを特徴とする請求項１に記載のパケット交換網の呼確立方法。
【請求項９】
前記特殊文字が「 @」および「．」であり、最初の第１特殊コードは「 @」に変換し、二番
目以降の第１特殊コードは全て「．」にデコードすることを特徴とする請求項１に記載の
パケット交換網の呼確立方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、 PPP（ Point to Point Protocol）に準拠した手順でパケット交換網の呼を高
速に確立する呼確立方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インターネットに接続する際のトランスポートレイヤプロトコルとして TCP(Transmissi
on Control Protocol）が普及している。また、端末が公衆網を経由してインターネット
へ接続する場合には、 TCP/IP（ TCP/Internet Protocol）の下位レイヤであるデータリン
クレイヤプロトコルとして、 PPP（ Point to Point Protocol）が一般的に使用されている
。また、第３世代携帯電話の標準方式 cdma2000においても、データ通信の呼確立に PPPが
採用されている。
【０００３】
　図１１に示したように、 3GPP2（ 3rd Generation Partnership Project 2）で標準化が
進められている次世代移動体通信システムの cdma2000では、 IPデータ通信を実現するため
に、ネットワーク側には基地局、基地局コントローラ、 PCF (Packet Control Function)
、 PDSN (Packet Data Serving Node：パケットデータ交換ノード )および AAA (Authentica
tion, Authorization and Accounting)サーバが接続される。移動機側あるいはユーザ側
には、 AT (Access Terminal)および TE (Terminal Equipment)から構成される通信装置が
設置される。 TEはパーソナルコンピュータなどの情報端末であり、 ATは無線アクセス端末
である。
【０００４】
　前記基地局は、 ATとの間に無線チャネルを確立する。基地局コントローラは基地局を制
御する。 PCFは基地局コントローラと PDSNとの間でデータ通信を制御する。 PDSNは、無線
アクセスネットワークと IPネットワークとを接続して論理リンクを終端する。 PPPコネク
ションは、 TEと PDSNとの間に確立されるデータ通信路である。 R－ Pコネクションは、 PPP
コネクションを確立するときに PCFと PDSNとの間に確立されるデータ通信路であり、 PPPコ
ネクションごとに確立され、ユニークな識別子が割り当てられている。
【０００５】
　図１８は、 cdma2000で規定されている Simple IP(SIP)コールでの認証時に、 CHAP（ Chal
lenge Handshake Authentication Protocol ）を採用した場合のシーケンスを示した図で

10

20

30

40

50

(3) JP 3973038 B2 2007.9.5



ある。ここで、 CHAPは回線上でサポートされるセキュリティ機能であり、無認可のアクセ
スを防御するために PPP カプセル化を用いる。
【０００６】
　手順 (a)： ATと無線アクセスネットワークとの間に無線チャネルが確立される。
　手順 (b)： PCFと PDSNとの間に個別の R－ Pコネクションが確立される。
　手順 (c)： TEが PDSNに対して CHAPによる認証を要求する。
　手順 (d)： PDSNが TEに対して CHAPによる認証を要求し、かつ PDSNが受信可能な最大パケ
ットサイズ MRUを伝達する。これにより、 ATと無線アクセスネットワークとの間に無線チ
ャネルが確立される。
　手順 (e)： CHAPによる認証が PDSNにおいて了承される。
　手順 (f)： CHAPによる認証および PDSNの MRUが TEにおいて了承される。
　手順 (g)： CHAP認証のための challengeメッセージが PDSNから TEへ送信される。
　手順 (h)： TEにより challenge responseが生成され、ユーザ名（ username）と共に PDSN
へ送信される。
　手順 (i)： PDSNから AAAサーバへ、前記 username、 CHAP challenge、 CHAP responseが認
証用プロトコルを用いて送信される。
　手順 (j)： AAAサーバから PDSNへ、認証結果（成功または失敗）および必要に応じて TEが
利用する IPアドレス「 y」が、認証用プロトコルを用いて送信される。
　手順 (k)： PDSNから TEへ認証結果が送信される。
　手順 (l)：認証が成功した場合には、 PDSNが自身の IPアドレスとして「 x」を使うことを
TEに対して要求する。
　手順 (m)：アドレスを割り当てられていない TEは、自身の IPアドレスとして「 0.0.0.0」
の使用を PDSNに要求する。
　手順 (n)： PDSNが TEに対して、 IPアドレス「 y」の使用を要求する。
　手順 (o)： TEにおいて、 PDSNが自身の IPアドレスとして「 x」を使うことが了承される。
　手順 (p)： TEが自身の IPアドレスとして「 y」を使うことを PDSNへ要求する。
　手順 (q)： PDSNにおいて、 TEが IPアドレス「 y」を使うことが了承される。この後、 TEが
DNSサーバのアドレスなどを要求した場合には、それらに対して適切に応答する。
　手順 (r)： PDSNが認証サーバに対して課金の開始を要求する。
　手順 (s)：認証サーバが PDSNに対して課金の開始を了承する。
【０００７】
　図１９は、前記 Simple IP(SIP)コールでの認証時に PAP（ Password Authentication Pro
tocol ）を採用した場合のシーケンスを示した図である。ここで、 PAPは PPP 接続で用い
られる認証プロトコルであるが、前記 CHAP と異なり、パスワードなどの情報は平文（暗
号化されていないプレーンテキスト）で送られる。
【０００８】
　手順 (a)： ATと無線アクセスネットワークとの間に無線チャネルが確立される。
　手順 (b)： PCFと PDSNとの間に個別の R－ Pコネクションが確立される。
　手順 (c)： TEが PDSNに対して PAPによる認証を要求する。
　手順 (d)： PDSNが TEに対して PAPによる認証を要求し、かつ PDSNが受信可能な最大パケッ
トサイズ MRUを伝達する。これにより、 ATと無線アクセスネットワークとの間に無線チャ
ネルが確立される。
　手順 (e)： PAPによる認証が PDSNにおいて了承される。
　手順 (f)： TEが PDSNに対して PAPによる認証を要求する。
　手順 (g)： PDSNが TEに対して PAPによる認証を要求する。
　手順 (h)： TEが PAPによる認証を了承する。
　手順 (i)： TEがユーザ名 (username)とパスワード (password)を PDSNへ送信する。
　手順 (j)： PDSNから AAAサーバへ、前記ユーザ名 (username)とパスワード (password)とが
認証用プロトコルを用いて送信される。
　手順 (k)： AAAサーバから PDSNへ、認証結果（成功または失敗）および必要に応じて TEが
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利用する IPアドレス「 y」が、認証用プロトコルを用いて送信される。
　手順 (l)： PDSNから TEへ認証結果が送信される。
　手順 (m)：認証が成功した場合には、 PDSNが自身の IPアドレスとして「 x」を使うことを
TEに対して要求する。
　手順 (n)：アドレスを割り当てられていない TEは、自身の IPアドレスとして「 0.0.0.0」
の使用を PDSNに要求する。
　手順 (o)： PDSNが TEに対して、 IPアドレス「 y」の使用を要求する。
　手順 (p)： TEにおいて、 PDSNが自身の IPアドレスとして「 x」を使うことが了承される。
　手順 (q)： TEが自身の IPアドレスとして「 y」を使うことを PDSNに対して要求する。
　手順 (r)： PDSNにおいて、 TEが IPアドレス「 y」を使うことが了承される。この後、 TEが
DNSサーバのアドレスなどを要求した場合には、それらに対して適切に応答する。
　手順 (s)： PDSNが認証サーバに対して課金の開始を要求する。
　手順 (t)：認証サーバが PDSNに対して課金の開始を了承する。
【非特許文献１】 Simpson, “ The Point to Point Protocol (PPP)” , RFC 1661, July 1
994.
【非特許文献２】 P.R0001, “ Wireless IP Network Architecture based on IETF Protoc
ols” , 3GPP2, July 2000.
【非特許文献３】 P.S0001-A Version 3.0.0, “ Wireless IP Network Standard” , 3GPP2
, July 2001.
【非特許文献４】 Simpson, “ PPP Challenge Handshake Authentication Protocol (CHAP
)” , RFC 1994, August 1996.
【非特許文献５】 A.S0007-0 version 1.0, “ 1xEV-DO Inter-Operability Specification
 (IOS) for CDMA 2000 Access Network Interfaces” , 3GPP2, July 2001.
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　 PPPはもともと、モデムを用いたダイアルアップ接続用に策定されたプロトコルであり
、 cdma2000では必ずしも利用しないパラメータおよびシーケンスが存在する。したがって
、これをそのままパケット交換網のデータ通信における呼確立に利用すると効率が悪い。
【００１０】
　例えば、 SIPコールでの認証時に CHAPを用いる場合のシーケンス（図１８）では、手順 (
c)、 (e)において TEが PDSNを認証する要求／応答メッセージが交換されるが、実際には行
われないため冗長である。また、手順 (m)において TEが IPアドレス (0.0.0.0)を送信したの
ち、 PDSNから手順 (n)において TEが使用すべきアドレスが送信されるが、 IPアドレスは常
に PDSNから付与されるために手順 (m)のシーケンスは冗長である。
【００１１】
　また、 cdma2000 1X EV-DOでは上り回線の速度が低いため、できるだけ情報量を削減す
る必要がある。しかしながら、 PPPでは上り下りで対象のシーケンスが実行されるので効
率が悪い。
【００１２】
　本発明の目的は、上記した従来技術の課題を解決し、 SIPコールでの認証時に冗長な手
順を省略し、さらには上り方向のデータ量を削減することにより、呼確立に要する時間を
短縮できるパケット交換網の呼確立方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記した目的を達成するために、本発明は、情報端末 (TE)および無線アクセス端末 (AT)
を含むユーザ側システムと、前記情報端末との間に前記無線アクセス端末を介して無線リ
ンクを確立する無線基地局を含む無線アクセスネットワークおよび当該無線アクセスネッ
トワークを広域ネットワークに接続する PDSN（パケット交換データ網 )を含むネットワー
ク側システムとから構成されネットワークにおいて、前記情報端末 (TE)と PDSNとの間に PP
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Pコネクションを確立するための呼確立方法において、以下のような手段を講じた点に特
徴がある。
【００１４】
　 (1)情報端末 (TE)から PDSNへ認証要求メッセージを送信する手順と、前記認証要求メッ
セージに対して、前記無線アクセス端末 (AT)が代理で認証応答メッセージを返信する手順
とを含むことを特徴とする。
【００１５】
　 (2)情報端末 (TE)が PDSNに対して、 IPアドレスの要求メッセージを送信する手順と、前
記アドレス要求メッセージに前記無線アクセス端末 (AT)が代理で応答し、前記情報端末 (T
E)に対して IPアドレスを割り当てる手順とを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、以下のような効果が達成される。
　 (1)ユーザ側の情報端末 (TE)から要求されたネットワークの認証要求に対して、 PDSNで
はなく ATが代理で応答するので、この認証に要する時間が短縮されるのみならず、認証要
求メッセージおよび認証応答メッセージが無線区間を跨がないので、通信資源の節約が可
能になる。
【００１７】
　 (2)TEから PDSNへ送信されるアドレス要求メッセージに対して、 PDSNではなく ATが代理
で応答するので、アドレス割当に要する時間が短縮されるのみならず、アドレス要求メッ
セージおよびアドレス応答メッセージが無線区間を跨がないので、通信資源の節約が可能
になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図面を参照して本発明の好ましい実施の形態について詳細に説明する。図１は、
前記図１１に関して説明したネットワークシステムにおいて、 cdma2000で規定されている
SIPコールでの認証時に、本発明に係る通信方法の第１実施形態を適用した場合のシーケ
ンスを示した図である。本実施形態では、従来の CHAPから冗長な手順を省略することで呼
確立までの時間を短縮している。
【００１９】
　手順 (a)： TEから PDSNに対して CHAPによる認証が要求される。このメッセージは、 PDSN
に代わって ATにより受信される。
　手順 (b)： PDSNに代わって ATから TEへ CHAPによる認証が要求され、かつ PDSNが受信可能
な最大パケットサイズ MRU（予め ATに設定されている）が TEに伝達される。
　手順 (c)： ATが PDSNに代わって CHAPによる認証を了承する。
　手順 (d)： TEが CHAPによる認証および PDSNの MRUを了承する。このメッセージも、 PDSNに
代わって ATにより受信される。
　手順 (e)： PDSNから ATへ、 CHAP認証のための challengeメッセージが送信される。
　手順 (f)： ATから TEへ、 CHAP認証のための challengeメッセージが送信される。
　手順 (g)： TEにより CHAP responseが生成され、ユーザ名 (username)と共に PDSNへ送信さ
れる。このメッセージも PDSNに代わって ATにより受信される。
　手順 (h)： ATから PDSNへ、受信したユーザ名 (username)および CHAP Responseが送信され
る。
　手順 (i)： PDSNから AAAサーバへ、ユーザ名 (username)、 CHAP challengeおよび CHAP res
ponseが認証用プロトコルを用いて送信される。
　手順 (j)： AAAから PDSNへ、認証結果（成功または失敗）および必要に応じて TEが利用す
る IPアドレス「 y」が認証用プロトコルを用いて送信される。
　手順 (k)：認証が成功すると PDSNから ATへ、 PDSNが使用する IPアドレス「 x」および TEが
使用する IPアドレス「 y」が送信される（ Success）。認証失敗時には、図８に関して後述
するフォーマットのパケットが送信される（ Failure）。
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　手順 (l)：認証が成功した場合には、 ATから TEに対して、 PDSNにおいて IPアドレス「 x」
を使うことが要求される。
　手順 (m)：アドレスを割り当てられていない TEが、 IPアドレス「 0.0.0.0」を使いたいこ
とを PDSNへ要求する。このメッセージも、 PDSNに代わって ATにより受信される。
　手順 (n)： ATが TEに対して、 IPアドレスとして「 y」を使うことを、 PDSNに代わって要求
する。
　手順 (0)： TEは PDSNが IPアドレス「 x」を使うことを了承する。このメッセージも PDSNに
代わって ATにより受信される。
　手順 (p)： TEは自身の IPアドレスとして「 y」を使うことを PDSNに要求する。このメッセ
ージも PDSNに代わって ATにより受信される。
　手順 (q)： ATは TEが IPアドレス「 y」を使うことを了承する。この後、 TEが DNSサーバの
アドレスなどを要求した場合には、それらに対して適切に応答する。
【００２０】
　なお、 TEと ATとの間での PPPシーケンスが失敗した場合には、その時点で ATから PDSNに
対して、後に図８に関して説明するフォーマットでメッセージが送信される（ Failure）
。また、 TEと ATとの間で全てのシーケンスが成功した場合には、 ATが PDSNに対して、後に
図７に関して詳述するフォーマットのメッセージを送信してもよい。
【００２１】
　このように、本実施形態によれば手順 (a)～ (d)で実行されるユーザ側の情報端末 (TE)に
よるネットワークの認証に対して、 PDSNではなく ATが代理で応答する。したがって、この
認証に要する時間が短縮されるのみならず、認証要求および認証応答用のメッセージが無
線区間を跨がないので、通信資源の節約が可能になる。
【００２２】
　さらに、 SIPコールでは、手順 (m)で実行されるユーザ側からの IPアドレスの要求に対し
ても、 PDSNではなく ATが代理で応答するので、この応答に要する時間が短縮されるのみな
らず、アドレス要求メッセージおよびアドレス応答メッセージが無線区間を跨がないので
、通信資源の節約が可能になる。
【００２３】
　図２は、 cdma2000で規定されている Simple IP(SIP)コールでの認証時に、本発明に係る
通信方法の第２実施形態を適用した場合のシーケンスを示した図である。本実施形態では
、従来の PAPから冗長な手順を省略することで呼確立までの時間を短縮している。
【００２４】
　手順 (a)： TEからに PDSNに対して PAPによる認証が要求される。このメッセージは PDSNに
代わって ATにより受信される。
　手順 (b)： ATから TEに対して CHAPによる認証が要求され、かつ PDSNが受信可能な最大パ
ケットサイズ MRU（予め ATに設定されている）が TEに伝達される。
　手順 (c)： ATが PDSNに代わって PAPによる認証を了承する。
　手順 (d)： TEからに PDSNに対して PAPによる認証が要求される。このメッセージも、 PDSN
に代わって ATにより受信される。
　手順 (e)： ATが PDSNに代わって PAPによる認証を要求する。
　手順 (f)： TEが PDSNに対して PAPによる認証を了承する。このメッセージも、 PDSNに代わ
って ATにより受信される。
　手順 (g)： PDSNが CHAP認証のための challengeメッセージを ATへ送信する。送信タイミン
グは手順 (g)以前であればいつでもよい。
　手順 (h)： TEはユーザ名 (username)とパスワード (password)を PDSNに送信する。このメ
ッセージも、 PDSNに代わって ATにより受信される。
　手順 (i)： ATが TEのユーザ名 (username)とパスワード (password)を PDSNに送信する。
　手順 (j)： PDSNは PAPによる認証と認識し、認証用プロトコルを用いて AAAサーバにユー
ザ名 (username)とパスワード (password)を送信する。
　手順 (k)： AAAサーバは認証用プロトコルを用いて認証結果（成功または失敗）および必
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要に応じて TEが利用する IPアドレス「 y」を PDSNに送信する。
　手順 (l)： PDSNは認証成功時に、 PDSNの IPアドレス「 x」および TEが使用する IPアドレス
「 y」を ATに送信する（ Success）。認証失敗時には、図８に関して後述するフォーマット
のパケットを送信する（ Failure）。
　手順 (m)： ATが PDSNに代わって、認証結果を TEへ送信する。
　手順 (n)：認証が成功した場合には、 ATが PDSNに代わって、 IPアドレスとして「 x」を使
うことを TEに要求する。
　手順 (o)：アドレスを割り当てられていない TEは、 IPアドレスとして「 0.0.0.0」を使う
ことを PDSNに要求する。このメッセージも、 PDSNに代わって ATにより受信される。
　手順 (p)： ATは TEに対して、 IPアドレスとして「 y」を使うことを要求する。
　手順 (q)： TEは PDSNが IPアドレス「 x」を使うことを了承する。このメッセージも、 PDSN
に代わって ATにより受信される。
　手順 (r)： TEは IPアドレスとして「 y」を使うことを PDSNに要求する。このメッセージも
、 PDSNに代わって ATにより受信される。
　手順 (s)： ATは TEが IPアドレス「 y」を使うことを了承する。この後、 TEが DNSサーバの
アドレスなどを要求した場合には、それらに対して適切に応答する。
【００２５】
　 TEと AT間での PPPのシーケンスが失敗した場合には、その時点で ATから PDSNに対してメ
ッセージを送信する（ Failure）。また、 TEと AT間で全てのシーケンスが成功した場合に
は、 ATが PDSNにメッセージを送信してもよい。
　　図３は、前記図１の手順 (e)および図２の手順 (g)において、 PDSNから ATへ送信される
CHAP Challengeメッセージのパケットフォーマットを示した図であり、図４は、従来の標
準 PPPにおける CHAP Challengeメッセージのパケットフォーマットを示している。
【００２６】
　本発明では、無線区間を跨ぐパケットのフォーマットとして CHAP、 PAP、 Success、 Fail
ureの 4種類（タイプ）が定義されれば十分なので、先頭の２ビットをタイプの識別に利用
する。このため、標準の PPPフォーマットでは必要であった Codeフィールが不要となり、
その代わりに当該１バイト分の領域に、タイプ (Type）と圧縮情報（ NAI compression）と
が登録される。
【００２７】
　前記タイプ領域には、当該パケットが前記 CHAP、 PAP、 Successおよび Failureのいずれ
に関するものであるかを示す情報が登録される。圧縮情報領域には、 Nameに格納されてい
るデータが、後に詳述する圧縮データであるか否かが登録される。
【００２８】
　また、本実施形態では IDとして要求／応答メッセージで同じ値を使えばよいので PDSNで
管理する必要がない。さらに、全ての PPPパケットは PCF－ PDSN間において R－ Pコネクショ
ン上を流れ、かつ R－ Pコネクションは接続 AT毎にユニークに識別されるため、 PDSNにおい
て IDがなくても曖昧さはなく、省略可能である。 Lengthはパケット全体（ Code～ Nameの最
後まで）の長さを格納するが、 Nameを除いて可変なのは Challenge Valueであり、これは V
alue-sizeに格納されているので Lengthフィールドが省略されても曖昧さはない。さらに
、本発明では TEが PDSNを認証しないので、最後の Nameが利用されることはない。
【００２９】
　以上の観点から、 CHAP Challengeメッセージのパケットフォーマットが、本発明（図３
）では従来の標準 PPP（図４）との比較において、 IDフィールドの１ byte、 Lengthフィー
ルドの２ byteおよび Nameフィールドの３ byteだけ短くできるので、合計で６ byte分だけ短
くなる。
【００３０】
　図５は、前記図１の手順 (h)において、 ATから PDSNへ送信される CHAP Responseメッセー
ジのパケットフォーマットを示した図であり、図６は、従来の標準 PPPにおける CHAP Resp
onseメッセージのパケットフォーマットを示した図である。
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【００３１】
　ここでも、前記 CHAP Challengeメッセージの場合と同様に Codeフィールドがタイプ領域
や圧縮情報領域として利用される。また、 CHAP Response値は 16バイトと固定なので Value
-sizeは不要である。ただし、 Nameには TEのユーザ名が入り、これは可変なので Name-size
は必須である。
【００３２】
　  以上の観点から、 CHAP Responseメッセージのパケットフォーマットが、本発明（図５
）では従来の標準 PPP（図６）との比較において、 IDフィールドの１ byte、 Lengthフィー
ルドの２ byteおよび Value-sizeフィールドの１ byteだけ短くでき、 Name-sizeの１ byteが
増えるので、合計で３ byte分だけ短くなる。
【００３３】
　図７は、前記図１の手順 (k)および図２の手順 (l)において、 PDSNから ATへ送信されるメ
ッセージ（ Success）のパケットフォーマットを示した図である。 PPPのシーケンスで TEが
必要とする値は PDSNの IPアドレス (TEにとってはゲートウェイアドレス )、 TEが利用する IP
アドレス (Framed-IP)ならびに第１ (primary)および第２ (secondary) DNSサーバ IPアドレ
スであり、これらを一括して PDSNから ATへ送信する。本実施形態では IPv4を仮定し、アド
レスの長さを全て４オクテットとしているので、パケット長が定義されていなくても曖昧
さはない。
【００３４】
　  図８は、前記メッセージ（ Success）と選択的に送信されるメッセージ (Failure)のパ
ケットフォーマットを示した図であり、任意に定める失敗の原因を示す識別子が Reason C
odeフィールドに格納される。
【００３５】
　図９は、前記図２の手順 (i)において、 ATから PDSNへ送信される PAP Requestメッセージ
のパケットフォーマットを示した図であり、図１０は、従来の標準 PPPにおける PAP Reque
stメッセージのパケットフォーマットを示した図である。
【００３６】
　ここでも、前記 CHAP Challengeメッセージの場合と同様に、 IDフィールドおよび Length
フィールドが省略されているので、パケット長を合計で３ byte分だけ短くできる。
【００３７】
　次いで、上り方向（ ATから PDSN方向）の情報量を削減するために、図５に関して説明し
た CHAP Responseの Nameフィールド、および図９に関して説明した PAP Requestの Username
フィールドに挿入される NAI (Network Access Identifier)のデータ量を圧縮するアルゴ
リズムに関して説明する。
【００３８】
　本実施形態では、図１２に示したように、全アルファベット２６文字の各大文字 [A～ Z]
および各小文字 [a～ z]、ならびに「０」～「９」の１０個の整数を合わせた計６２文字を
、６ビットで表記できる６４種類のコード 0x00（ 0xは１６進表記の略）～ 0x3fのうちの６
２種類 0x00～ 0x3dと一義的に対応付ける第１のコード表と、図１３に示したように、英数
字および記号等を８ビットで表記される 0x00～ 0x7fのアスキーコードと一義的に対応付け
る第２のコード表と、図１４に示したように、使用頻度の高い「 ezweb.ne.jp」、「 yahoo
.com」あるいは「 dion.ne.jp」等の所定の文字列を８ビットで表記される 0x80～ 0xffの各
コードと一義的に対応付ける第３のコード表とが予め用意されている。
【００３９】
　また、本実施形態では、前記６４種類のコードのうちの前記６２種類のコード以外の２
つのコード「 0x3f」，「 0x3e」を、それぞれ第１および第２の特殊コードと定義した。そ
して、前記第２のコード表および第３のコード表に基づいて変換されたコード 0x00～ 0x7f
， 0x80～ 0xffには、これを他のコードと識別するために第２の特殊コード「 0x3e」を直前
に付加するものとし、「 @」および「．（ピリオド）」はいずれも第１の特殊コード「 0x3
f」と対応付けるものとした。
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【００４０】
　図１５は、本実施形態による圧縮方法の一例を模式的に表現した図であり、ここでは、
識別情報「 yokota@yahoo.com」のコード化を考える。
【００４１】
　「 yokota」の各アルファベットは、前記図１２に示した第１のコード表に基づいて、そ
れぞれ６ビットコード [0x18(＝ y)]， [ox0e(＝ o)]， [0x0a(＝ k)]， [0x0e(＝ o)]， [0x13(＝
t)]， [0x00(＝ a)]にコード化される。「 @」は第１の特殊コード [3f]にコード化される。
「 yahoo.com」は、図１４に示した第３のコード表に基づいて８ビットコード (0x81)にコ
ード化され、その直前には、当該コード (0x81)が前記第３のコード表に基づいてコード化
されていることを示す前記第２の特殊コード [0x3e]が付与される。この結果、全データ量
は６ bitsコードが８個と８ bitsコードが１個の計５６ bits（＝７ octet）となる。これに
対して、全文字列を従来通りに全てアスキーコードで表現すると、１６文字分の１６ octe
tとなる。したがって、本実施形態によれば４３．７５％（７／１６）の圧縮率が得られ
る。
【００４２】
　図１６は、本実施形態による圧縮方法の他の一例を模式的に表現した図であり、ここで
は、「 @」および「．（カンマ）」を同時に含む文字列「×× @××．××．××」（×は
任意の文字・数字・記号）のコード化を考える。
【００４３】
　本実施形態では、上記したように「 @」に対して６ビットの第１特殊コード [0x3f」を割
り当てると共に、「．（ピリオド）」に対しても同一コード [0x3f」を割り当てる。そし
て、デコード時には、最初に表れた第１特殊コード [0x3f」、すなわち表記順で最も左側
の第１特殊コード [0x3f」のみを「 @」に変換し、それ以降の第１特殊コード [0x3f」は、
全て「．」に変換するようにしている。このようにすれば、「 @」および「．」に同一の
特殊コード [0x3f」を割り当てても、両者を確実に識別することができる。
【００４４】
　図１７は、本実施形態による圧縮方法のさらに他の一例を模式的に表現した図であり、
ここでは、複数個の「 @」を含む文字列「×× @×× @××．××．××」の圧縮を考える
。
【００４５】
　図１６に関して説明した変換方法では、「 @」が複数含まれる場合にそれぞれを区別で
きない。そこで本実施形態では、最後に表れる「 @」以外にはアスキーコードを割り当て
、最後に表れる「 @」に対してのみ、前記と同様に第１特殊コード [0x3f」を割り当てるよ
うにしている。このようにすれば、複数個の「 @」を含む文字列も同様にコード化できる
ようになる。
【００４６】
　なお、上記のようにしてコード化された識別情報を含むパケットを受信し、これをデコ
ードする場合には、上記とは逆に、前記６２種類に属する６ビットコードは前記第１のコ
ード表に基づいてデコードし、前記第１特殊コード [0x3f」は、その出現位置に基づいて
、最初の第１特殊コードは「 @」にデコードし、二番目以降の第１特殊コードは全て「．
」にデコードする。前記第２特殊コード [0x3e」に続くアスキーコード（ 0x00～ 0x7f）は
、前記第２のコード表に基づいてデコードし、前記第２特殊コード [0x3e」に続く８ビッ
トコード（ 0x80～ 0xff）は、前記第３のコード表に基づいてデコードする。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明に係る呼確立手順（ CHAPによる認証）の第１実施形態のシーケンスを示し
た図である。
【図２】本発明に係る呼確立手順の（ PAPによる認証）第２実施形態のシーケンスを示し
た図である。
【図３】本発明における CHAP Challengeメッセージのパケットフォーマットを示した図で
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ある。
【図４】従来の標準 PPPにおける CHAP Challengeメッセージのパケットフォーマットを示
した図である。
【図５】本発明における CHAP Responseメッセージのパケットフォーマットを示した図で
ある。
【図６】従来の標準 PPPにおける CHAP Responseメッセージのパケットフォーマットを示し
た図である。
【図７】 PDSNから ATへ送信されるメッセージ（ Success）のパケットフォーマットを示し
た図である。
【図８】 PDSNから ATへ送信されるメッセージ（ Failure）のパケットフォーマットを示し
た図である。
【図９】 ATから PDSNへ送信される PAP Requestメッセージのパケットフォーマットを示し
た図である。
【図１０】従来の標準 PPPにおける PAP Requestメッセージのパケットフォーマットを示し
た図である。
【図１１】本発明に係る呼確立手順が適用されるパケット網のネットワーク構成を示した
図である。
【図１２】 NAI の符号化／復号化用いられる第１のコード表の一例を示した図である。
【図１３】 NAI の符号化／復号化用いられる第２のコード表の一例を示した図である。
【図１４】 NAI の符号化／復号化用いられる第３のコード表の一例を示した図である。
【図１５】本実施形態による NAI の圧縮方法の一例を説明する図である。
【図１６】本実施形態による NAI の圧縮方法の他の一例を説明する図である。
【図１７】本実施形態による NAI の圧縮方法の更に他の一例を説明する図である。
【図１８】 SIPコールでの認証時に CHAPを採用した場合のシーケンスを示した図である。
【図１９】 SIPコールでの認証時に PAPを採用した場合のシーケンスを示した図である。
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【 図 ３ 】
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【 図 ６ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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